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補導員会だより

 

館林市青少年センター補導員会  編集・発行 

第２５号 

平成３１年２月１５日発行 

館林市青少年センター 

 ７３－４１１４ 

困っている事、悩み事、 

友だちのこと、学校や家庭のこと

話せば心がホッとするよ☆ 

 

    

 

 

 

○電話相談：月曜日～金曜日 

午前９時～正午 午後１時～５時 

     : ０２７６－７３－４１５２ 

○来所相談：事前に電話で予約してください。○メール相談：件名に「子ども相談室」と書き、 

場所：子ども相談室（館林市民センター４階）  本文に相談内容を書いて送信してください。 

E-mail:seishonen@city.tatebayashi.gunma.jp 

 
（子ども相談室 QR コード） 

センターの業務は多岐にわたり、思春期に関する

ことから、自殺対策、依存症、精神症状による自

傷・他害行為のある事案について、県内 15 署からの

通報に対応するなど、特に複雑で困難な相談や指導

業務を行っています。 

 その業務の 1 つ、「ひきこもり支援センター」の 

パンフレットから一部抜粋しました。 

今回は、補導員会で視察訪問した、前橋市野中町にある 

「群馬県こころの健康センター」を紹介します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年青少年センター補導状況報告 

（平成３０年１月～１２月） 

 

１ 補導実施延べ回数  ２３１回  延べ補導員総数 ６９７人 

２ 補導（声かけ）総数 ６０４人 

３ 補導（声かけ）場所 ①下校途中（３６３人） ②書店・レンタル店（８６人） 

③学校付近（５５人）  ④ゲームセンター（３８人） 

４ 学識別  ①小学生（４１０人）②中学生（６１人）③高校生（１２６人） 

  補導（声かけ）状況から、下校途中での小学生に対しての声かけが多く見られました。小

学生、特に低学年の児童は一つのことに夢中になると、周囲の状況が見えなくなる傾向があ

るそうです。下校途中や学校付近での小学生に対する声かけは、子どもの安全や事故の未然

防止に大きく貢献していると感じます。 

  最近の傾向として、ゲーム場よりも書店やレンタルショップでの声かけが多いようです。

また、補導員さんに声かけされた青少年は、声かけに素直に応じ、子どもたちの健全な生活

状況を垣間見ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 親は、ルールを決めていると思っていて

も、子にそれが伝わっていなければ、当然

ながら、そのルールは守られず、親子関係

が悪化することも。 

 また、家族とうまくいっていない子ども

ほど、ネットへの依存度が高いというデー

タもあるといいます。親子関係の悪化から

スマホ依存という悪い連鎖にならないため

にも、親子でネットのルールを明確にする

必要がありそうです。 

出典：「平成 29 年度 青少年のインターネット 

利用環境実態調査 調査結果（概要）」（内閣府） 



 


